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緒   言 










 2000 年から 2005 年までに本院及び関連施設で施行されたヒト胃癌手術切除症例
111 例を対象とし、その組織型の内訳は、乳頭型腺癌６例、管状腺癌（高分化 20 例、
中分化 37 例）、低分化腺癌（充実 10 例、非充実 16 例）、印環細胞癌 17 例、粘液癌 5
例であった。その平均年齢は 68.9 歳（範囲：38-89）、男女比は 57:43 であった。腺
癌における p-STAT3 発現と臨床病理学的指標（組織型、リンパ節転移、リンパ管侵襲、
脈管侵襲）について検討した。なお、p-STAT3 発現の判定は２分類（陽性、陰性）と
し、その基準は腫瘍細胞全体に占める p-STAT3 陽性細胞の割合が 0-10%:陰性、10%を
越えるもの：陽性と判定した。また、4 例のヒト胃癌手術切除標本と２系統のヒト胃





結   果 
























因子の一つと考えられる大きな根拠となっている。現在 STAT signaling pathway の
解明が成されつつあり、STAT3 の活性化は腫瘍形成や浸潤、転移に関与し、
VEGF(vascular endothelial growth factor:血管内皮成長因子)、cyclin D1 や c-myc
などの核内転写活性が増加し、血管新生、細胞周期制御、細胞生存への影響等のメカ
ニズムが想定されている。今後、この STAT signaling pathway のさらなる解明によ
り、この伝達経路を目標にした化学療法や遺伝子治療（分子標的学的治療）の開発起
点として有用であると考えられる。 
 
 
 
